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60 - WAR 

通常の残虐宣伝の最も多い非難の一つは、国家社会主義は戦争を意味し、

国家社会主義ドイツ労働者党は戦争を解き放つことにその目的を見出して

いる、あるいは過去にそうしてきたというものです。これらの主張は事実

無根であり、戦後のドイツでNSDAPを迫害し禁止するための口実にしか

ならない。 

国家社会主義の科学的認識論-生物

学的人文主義-は、生存のための闘

争が、遺伝や分化と並んで、人間の

共同体生活における最も重要な生物

学的法則であると宣言し、国家社会

主義はこうして、闘争を通じて常に

最良の者を選別し、未来のより高い

人間性が具現された国家エリートを

形成することを目指す政治目標を正

当化しているのである。国家社会主

義もまた、人種闘争の中に世界史の

動く原理を認め、人種分離政策と人

種法の助けを借りてそれを行う
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（「人種」の項も参照）。そして最後に、国家社会主義は、十分な生活空

間の獲得と保存が、人民の種の保存と発展のための前提条件であることを

宣言している。 

歴史的に見れば、国家とその責任ある指導者のこうした生物学的に肯定的

で必要な仕事（生存のための闘争、選択、人種的隔離、生活空間など）は

すべて（勝利する）戦争によって促進されたことは議論の余地がない。古

代ギリシャの哲学者ヘラクレイトスの有名な言葉、"戦争は万物の父 "も、

このように理解されるでしょう。 

しかし、第一次世界大戦は、現代の大量破壊兵器の時代には、戦争はもは

や生物学的に強いものが勝つという生物学的にプラスの戦いではなく、関

係するすべての民族にとってマイナスの選択につながることをすでに証明

している。20世紀後半のヨーロッパの衰退と退廃は、基本的に前半の2度

の世界大戦によるこのマイナス選択によるものである。NSDAPとその指

導者アドルフ・ヒトラーは、第一次世界大戦の前線兵士として、早くから

このことを認識していたため、戦争を回避しようとし、民族の種の保存と

発展のために必要となった生活空間のための戦争だけは、倫理的に正当で

あると宣言した（「倫理」の項も参照のこと）。 

民主主義国家を擁する自由資本主義と、その背後にあるシオニズムという

世界政治夜システムが、1939/50JdFの戦争を解き放ち、生活圏の確保と東

方のボルシェビズムに対する戦争だけを考えていた国家社会主義ドイツ

に、新たな世界大戦を強いることになったのである。その結果、今日の新

世代の国家社会主義は、自由資本主義を主敵とみなし、東方拡大という考

えを放棄し、原子時代には戦争はついに選択という意味での闘争でなくな

り、当面の政治の手段であるという確信を持つに至った。その間に、それ

は一民族の、いや人類一般の自殺の危機となったのだ。 

しかし、国家社会主義は、闘争それ自体を積極的な生物学的必要性とみな

しており、それは、しかし、もはや戦争として行うことができ、また行わ

なければならない。生命に属し、その終わりが死を示すだけの闘争を非難

することなく、国家社会主義は、今日、これまで以上に平和運動として、

唯一の真の平和--正義と民族の自決権の平和、種としての彼らの保存と発

展を可能にし確保する平和、そして正の選択を再び可能にするための闘争
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共同体として自らをとらえているのだ。 

  

61 「戦争責任の嘘 

 国家社会主義ドイツが第二次世界大戦の勃発に単独または主要な責任を

負っているとか、国家社会主義は根本的に戦争を求めるものであり、した

がって犯罪者であるという主張は、ヨーロッパのユダヤ人に対するホロ

コーストの嘘と並んで、敵の残虐宣伝の最も人気のある非難の一つであ

る。実際、歴史修正主義者たちは、ドイツが両大戦でほとんど非難される

ことがなかったことを、長い間認めてきた。しかし、敵の残虐宣伝に対す

る防御は、新戦線の思想共同体の宣伝の仕事ではなく、人民教育（党内：

訓練）に委ねられているのである。 

その代わりに、新戦線は、闘争がすべての人間生活と共同体生活、および

すべての発展の決定的な法則であるという国家社会主義の見識を誇り高く

認め、兵士の生活に対する戦闘的な態度は、国家社会主義の人間性の指針

であり、現在もそうであることを認めている。しかし、同様に明確に、原

子時代には戦争はもはや政治の手段とはなりえず、したがって拒否されな

ければならないことを宣言している。非原子の領域においても、戦争はそ

れ自体が目的ではなく、常に目的への手段でしかなく、民族や人種の種の

保存と発展を促す限りにおいてのみ倫理的に正当化されるが、彼らを危険

にさらす場合には許されない（「倫理」の項も参照）。 

したがって、国家社会主義は戦争を意味しない。国家社会主義は、平和で

あり、それは、安全で十分な生活空間における人民の自己決定権に基づい

てのみ可能なのである。新戦線にとって、この目的への道は、中立政策、

東方への国策、大規模なヨーロッパ秩序としての第四帝国の確立への努力

である（「ヨーロッパ」も参照）。積極的な国家的平和政策は、戦争責任

という嘘に対する最も優れた、最も印象的な反論である。 

  

62 - 文化大革命 

 文化革命は、国家社会主義革命の一部であり、権力闘争のレベル以下で
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は、特定の社会的不満、出来事、習慣に対して大衆を動員し、それによっ

て、人生と生活に対する態度を変えることによって、もっぱら今日のマイ

ナス世界の退廃に反旗を翻している。文化大革命の基本的な生活態度は、

反骨精神である。 

このように、文化大革命は、権力関係を変えるのではなく、行動や態度を

変えることを目的としており、その結果、国家社会主義党が永続的に権力

を行使するための基礎を作り出した（「国家社会主義ドイツ労働者党」参

照）。文化大革命は、国家社会党が権力を握る前と後の2段階に区別され

る。 

権力奪取の前に、文化革命は、ブルジョアの退廃的な生活様式（ブルジョ

アジーを参照）に対して大衆を動員し-権力獲得をめざす政治闘争を超え

て-、不満の声を反乱にまで高め、その結果、革命の必要性を実感するよ

うに人民を導く。FRGでは、文化革命は、現在の主力であり、アーリア人

種の退廃の主犯であるアメリカニズムに対して主に向けられている（アー

リア人を参照）。全体として、ドイツ文化革命は、新戦線の戦術の重要な

一部となっているのだ。 

権力掌握後、文化大革命は、特に若者の反骨精神を保持し、国家社会主義

人民国家の大権支配（国家参照）への堕落を防ぎ、新秩序の実現に至るま

での新世代の生活態度を形成していくのです。文化大革命のモットーは 

反乱は正義だ！ 

プログラム的には、ドイツ文化革命は、NSDAP党綱領の23番目に位置づ

けられる。 

 

63 - ハビタット 

自己決定権には、人種、民族、グループが生存、より高い発展（種の保存

と発展）、自由を得る権利が含まれています。そのためには、安全で十分

な居住空間が確保されていることが大前提です。だからこそ、国家社会主

義ドイツ労働者党は、党綱領の第3項で、ドイツ国民を養うための土地と

土壌、言い換えれば、十分な生活空間を要求しているのである。 
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生息地は、種の保存、種の発展、食料と原材料の分野における民族の自由

を保証するものであれば十分であり、言い換えれば、自給自足による自立

を可能にするものであればよいのです。人数が多ければ、大規模な秩序を

築くこと、つまり帝国を作ることでしか、それは実現できないのだ。 

新戦線は、ドイツ国民の十分な生活空間を実現するために、将来、新たに

創設されるNSDAPの核として、西ヨーロッパ、東ヨーロッパ、アラブ入

植地、ペルシャ、トルコ（アラブ、トルコ、パールシーも参照）を含む

ヨーロッパの生活空間の大規模秩序としての第四帝国の創設に邁進してい

るのです。新戦線は、すべての帝国主義と政治の手段としての戦争を否定

する。第四帝国は、むしろ、すべての参加民族-ゲルマン民族、ローマ民

族、スラブ民族、および北アフリカ、小アジア、近東の民族-の自由な国

家形成、共通の生活空間における種の保存と発展を可能にする大規模な秩

序でなければなりません。  

国際主義のさまざまな異端が説くような人種の混乱や混血ではなく、生命

の多様性を尊重した自由な国家による帝国（差別、人種隔離、人種法も参

照）、平和と正義の秩序である。 

  

64 - ライフプロテクション 

 国家社会主義の生命保護政策は、環境への配慮と、国家社会主義の科学

的認識論である生物学的人文主義が定義する自然存在としての人間への配

慮を含んでいる。従って、生命の保護は環境保護と人種衛生であり、健康

で自然な環境の中で自由で健康な人々の目標に奉仕するものである。 

このようにして、国家社会主義は、何よりも、唯物論という人生に対する

破壊的な態度や、人間の平等という思想的教条主義に対して、また、環境

を破壊し、民族と民族を生物的・文化的退廃に追いやるあらゆる態度や姿

勢、ひいては国家の死に対して、反旗を翻したのです。生命の保護という

理念によって、国家社会主義の思想的・生政治的目標が、新戦線の政治的

戦術と結びついたのである。 

この戦術の焦点は、環境破壊との闘いと外国人の侵入との闘いの2つであ

る。新戦線は、このように、国家社会主義における民族主義（「原始右
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派」の革命的潮流）と社会主義（「左派」の革命的潮流）を結びつけ、そ

の爆発力で国家社会主義革命を可能にし推進する政治力学を引き起こし

た、第一期の闘争における国家社会主義ドイツ労働者党の戦術をそっくり

そのまま繰り返しているのだ。 

同様に、今日のFRGでは、外国人の侵入問題（本来は「右翼」の問題）と

環境破壊問題（本来は「左翼」の問題）が、支配体制の最も重要かつシス

テム破壊の可能性のある二つの危機領域である。新戦線は、それらを「生

活保護」というキーワードのもとにまとめ、その戦略に従って国家社会主

義へのコミットメントと結合させ、その結果、長期的には、自由資本主義

に致命的な影響を与える革命的ダイナミズムを誘発することにもなる。な

ぜなら、その性質上、人民社会のこうした生活問題の解決は不可能である

ためだ。 

  

65 - 正統性 

 国家社会主義の国家論は、合法性と正統性を厳密に区別している。 

リーガルとは、憲法を施行し、それを土台に一般的に拘束力のある法秩序

を作り上げることができるパワーポリティクスの観点で立場にあるすべて

の国家を指す。この国家が、国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を

参照）がこの秩序の枠内で、その思想と目標のために運動し活動すること

を可能にする限りにおいて、この合法性を認め、この枠内で戦うのであ

る。 

国家社会党は法革命を目指している! 

FRGでは、新戦線の思想的共同体が、その要求と国家改革のプログラムを

通じて、そのための条件を作り出している。優勢な合法性がもはや合法的

な党活動のための意味のある余地を残さない場合にのみ、党は人狼の武装

抵抗に至るまで非合法な闘いを繰り広げる。 

したがって、国家の合法性が専らその権力の問題であるとすれば、国家の

正当性はその存在意義に依存することになる。国家はそれ自体が目的では

なく、目的を達成するための手段なのですしかし、国家社会主義者の信念

によれば、国家の存在意義は、人と民族という種の保存と発展にしかない
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のである。この目標があるだけで、国家の正統性が保たれる。また、自国

民の歴史と伝統を尊重し、多数の国民の同意を得ることは、国家の正統性

の前提条件である。正当とは、したがって、その状態のことである。 

1. 自らを国の歴史と伝統の継承者、保存者と見なす。 

2. 国民の同意に頼ることができる。 

3.  種や自然に応じた生存とより高い発展を目指し、そのことに人生の

目的を見出す。 

このことから、今日のドイツを支配しているどの政権も正統なものではな

いことがわかる。この戦後秩序の権力的・政治的合法性に対して、新戦線

は、政治的前衛組織として、またドイツ国民の意志の担い手として、

NSDAPの思想的正統性を設定した（『意志』も参照されたい）。合法性

と正統性の融合は、新秩序に融合する国家社会主義的なフォルクススター

トにおいてのみ行われるのである。 

  

66 - リベラリズム 

 リベラリズムは個人主義の政治思想で、後者と同じく啓蒙革命の成果で

ある。 

啓蒙主義の関心事である中世の教条主義の鎖と依存からの個人の解放は、

まったく正当で必要なことであったが、自由主義はその一方で、すぐに自

然に反する教条主義に陥り、何よりもすべての人間の平等という教条を確

立してしまったのである。さらに、自由主義は、自由を、自律的で自己責

任のある個人の無制限性として理解し、それは区別なくどんな人間でもあ

りうるし、どんな人間にもなりうるとしている。自由主義は、こうして古

いアーリア系の伝統の残滓を溶かし、退廃の原動力となったのである。リ

ベラリズムはそれ以来、最も有害で心ない唯物論と完全な価値相対主義の

政治的仮面をかぶっている。 

リベラリズムとは、マインドの仮面をかぶった無頓着さである! 

自由主義は、社会形態である西欧型の民主主義において政治的に実現さ

れ、資本主義の経済形態と結合して、現代西欧文明の退廃的なマイナス世
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界の社会・経済秩序である自由主義資本主義を形成している。 

国家社会主義は自由の思想によって自由主義を克服し、自由主義によって

形成された西欧型民主主義は人民の共同体という思想によって克服する。

こうして、国家社会主義によって形成された自由で共同体に縛られた人格

は、自由主義によって形成された操作され、同時に孤立した、思い込みの

激しい個人に勝利するのである。 

  

67 - リベラル資本主義 

 自由資本主義とは、ブルジョアジーの性質と性格を反映した社会的・経

済的形態であり、政治的には欧米型民主主義に相当するものである。自由

資本主義は、唯物論の生活態度から生まれ、退廃を促進し、したがって、

アメリカニズムとその世界支配への努力のために、進化した民族と人種の

破壊をもたらすのである。 

自由資本主義では、自由主義の社会的形態と資本主義の経済的形態が結合

して、自由な人民の生存とその種と本性に応じたより高い発展に対する猛

毒を形成しているのである。自由主義と資本主義は必然的な同盟関係であ

る。なぜなら、自由主義の無心さと価値相対主義は、金銭の所有だけを追

求する経済形態を促進し、逆に資本主義は、人間の最も卑しい本能に絶え

ず訴えかけて、嫉妬、エゴイズム、利益の追求を行い、自由主義の毒花と

して咲く物質主義を促進するからである。 

国家社会主義の革命は、自由と国民共同体の思想によって自由主義を克服

し、資本主義は、利子の束縛を打ち破り、ヴェルキッシュ社会主義の原則

に従って秩序づけられたコーポラティブな国民経済において無労所得と努

力不要の所得を排除する（コーポラティブ主義も参照されたい）。 

   

68 - 男子会 

 国家社会主義の科学的教義としての生物学的人文主義は、人間を共同体

の存在として理解し、自然および文化的共同体に統合されると見なすもの

である。最小の自然共同体としての家族は、大規模な有機的共同体（Volk
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とRasse参照）の胚細胞であり基礎であり、母親としての女性

（Mutterschaft参照）は決定的な重要性を持っているが、男性の同盟はすべ

ての文化共同体（Nation、Staat、Reich等参照）の胚細胞であり基礎であ

る。男性の同盟という文化的な形成がなければ、高度な文明の創造も文化

的制度の永続も考えられません。 

共同体から生まれるすべての文化、すべての国家生活は、メナービュン

ダーの秩序原理に基づいている。その衰退は、明らかに退廃の証拠であ

る。あらゆる文化の始まりには、太古の昔から男性の同盟があり、それは

生活の2つの領域で何よりも有効であった。健全な人々の共同体では、男

性の同盟が精神的なリーダーシップを決定し（もともとは司祭兄弟団や精

神的な宗教団体-「騎士団」の項も参照）、また共同体の内外を保護する

（もともとは戦士兄弟団や騎士団-「兵士団」の項も参照）。 

こうした見識に基づき、国家社会党（国家社会主義ドイツ労働者党を参

照）は、一貫して男性同盟として組織されている。この国家社会党の男性

同盟は、政治指導者の軍団を擁し、人民の知的指導（総統官を参照）と、

シュトゥルム・アブテイリング（SA）と共に、民族共同体の内外の保護

を引き継いでいます。新秩序では、ここから新たな人種的貴族が生まれ

る。 
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27. 

 

   アイオワ州を走る高速道路でガソリンスタンドに立ち寄ったときのことです。友人

は、隣のバンに乗っていた人たちがドイツ語を話しているのに気づきました。そこで

彼は急いで戻り、NSDAP/AOのドイツ語新聞『NS Kampfruf』を一冊手に入れました。

そして、ドイツ人のところに行き、その新聞を手渡し、NSDAP/AOについて少し話し

たのです。 

   ドイツに帰ってから、この小さな出会いを多くの友人に話したことだろう。 

   もしかしたら、購読者になってくれるかもしれません。 

 

 

28. 

 

   どうにかして、私は捕まることなく、賑やかなハンブルグの中央駅の入り口に

NSDAP/AOのステッカーを貼ることができました。私は約100フィート離れて歩き、そ

れからゆっくりと振り返って、警察や赤軍に追われていないかどうか（すべて順調

だった）...そしてステッカーに対する反応を見るために、歩いたのです。 

   するとすぐに、他の人よりもゆっくり歩いていた年配の男性が、ステッカーの前で

立ち止まり、じっとそれを見つめた。そして、ポケットから紙とペンのようなものを

取り出しました。案の定、彼は何かを書き留めていた。おそらく、ステッカーにあっ

たNSDAP/AOのアドレスだろうと私は推測した。 

   後日、NSDAP/AOはあるドイツ人から手紙を受け取った。ハンブルグ駅で見たス

テッカーで我々の住所を知り、我々の文献を受け取りたいと書いてきたのだ。 

卍の下で楽しむ 
 

ゲルハルト・ラウクによる逸話集 
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